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表 1 採用した色のカラーコード 

















図 2 採用した弁当箱のイラスト 
 
Quan → Quan 
研究ⅰ 弁当箱の現状調査 
研究ⅱ 弁当箱の色彩印象評価 
Sampling ： 質問紙調査 





















形 状 男児（N=66） 女児（N=58） 
赤 系 7 35 
黄 色 11 4 
青 色 26 10 
モノトーン 10 2 
メタリック 5 3 














表 2 幼児の弁当箱の色彩と年齢 
形 状 年少（N=26） 年中（N=41） 年長（N=57） 
赤 系 11 12 19 
黄 色 4 5 6 
青 色 4 11 21 
モノトーン 4 7 1 
メタリック 1 3 4 









表 3 幼児の弁当箱の形状と性別 
形 状 男児（N=66） 女児（N=58 
楕 円 26 32 
四 角 37 20 









表 4 幼児の弁当箱の形状と年齢 
形 状 年少（N=26） 年中（N=41） 年長（N=57） 
楕 円 15 21 22 
四 角 9 17 31 















値が１を超えるのが 4 因子までであったので、4 因
子モデルを用いた。さらに、探索的因子分析を繰り
返しつつ、各因子に付加する項目を基に質問項目を
精選して 15 項目に絞った。 

































































































F1 F2 F3 F4 共通性 
19．ぼんやりした ---- はっきりした α=.87 .805 .272 .079 -.307 .748 
02．地味な ---- 派手な  .760 -.183 -.054 .202 .776 
20．平凡な ---- 個性的な  .756 -.091 -.037 -.103 .692 
01．目立たない ---- 目立つ  .756 -.176 -.089 .168 .634 
17．くすんだ ---- 鮮やかな  .610 .139 .279 -.029 .591 
16．くどい ---- あっさりとした α=.78 .068 .787 -.129 .074 .277 
12．不潔な ---- 清潔な  -.008 .701 .211 -.011 .503 
15．落ち着きのない ---- 落ち着きのある  -.051 .656 -.237 -.012 .432 
06．下品な ---- 上品な  .060 .655 .065 .051 .483 
14．非社交的な ---- 社交的な α=.85 -.014 -.048 .833 .001 .423 
21．暗い気分になる ---- 明るい気分になる  .232 .123 .626 .149 .537 
13.消極的な ---- 積極的な  .211 -.242 .616 -.075 .662 
09．親しみにくい ---- 親しみやすい  .000 .203 .558 .276  
03．厳しい ---- 優しい α=.78 .005 .117 -.022 .910 .653 
04．やわらかい ---- かたい  .204 .067 -.149 -.655 .294 
因子寄与 5.86 2.54 1.61 .76 
因子寄与率(%) 39.0 16.9 10.8 5.0  
第2 因子との因子間相関 -.491    
第3 因子との因子間相関 .648 -.248   
第4 因子との因子間相関 .270 -.110 .520  
※最尤法、ﾌﾟﾛﾏｯｸｽ法、累積寄与率 55.0% 
 
表 6 性別の因子の得点の平均と標準偏差、t 検定 
因子 男性(N=175)平均(SD) 女性(N=245) 平均(SD) t 値(df) P ｄ 
F1 印象強調 3.43(1.07) 3.30(1.10) 1.19(418) Ns .12 
F2 淡麗品性 3.37(.84) 3.33(.82) .48(418) Ns .05 
F3 親和友好 3.30(.94) 3.24(1.01) .51(418) Ns .06 
F4 触感優柔 3.10(.47) 3.10(.57) -.10(418) Ns .00 
 
表 7 服の好みによる因子の得点の一元配置分散分析の結果 
因子 平方和 自由度 平均平方 F 値 P ω2 
F1 印象強調 1.426 2 .713 .598 .550 .00 
F2 淡麗品性 1.038 2 .519 .754 .471 .00 
F3 親和友好 1.315 2 .657 .685 .505 .00 
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